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斯波照雄教授

FLP「地域・公共マネジメント」

Shiba  Teruo

商学部

［火曜日６限］

　

学
部
の
枠
を
超
え
て
、
学
際
的
な
視
点

か
ら
専
門
知
識
の
修
得
と
問
題
解
決
能
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
Ｆ
Ｌ
Ｐ
に

は
、「
環
境
」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
国

際
協
力
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
」「
地

域
・
公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
５
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
火
曜
日
６
限
に
開
か

れ
て
い
る
斯
波
照
雄
商
学
部
教
授
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
は「
地
域
・
公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
だ
。

中
世
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
つ
い
て

　

訪
ね
た
の
は
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号

館
５
７
０
９
号
室
。
Ｆ
Ｌ
Ｐ
斯
波
ゼ
ミ
に

は
２
、
３
、
４
年
生
が
所
属
し
、
３
年
生

と
４
年
生
の
ゼ
ミ
は
２
学
年
合
同
で
行
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
２
年
生

が
履
修
す
る
演
習
Ａ
で
、
主
に
文
献

講
読
が
行
な
わ
れ
、
文
献
を
正
確
に

読
み
、
併
せ
て
そ
の
内
容
を
報
告
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

斯
波
教
授
は
「
比
較
都
市
史
」
が

専
門
。
水
曜
日
３
限
の
「
商
業
史
」
の
授

業
で
も
教
鞭
を
執
っ
て
い
て
、
ゼ
ミ
と
併

せ
て
「
商
業
史
」
の
講
義
を
履
修
す
る
学

生
も
い
る
。

　

演
習
Ａ
で
は
、
前
期
に
『
歴
史
と
は
何

か
』（
Ｅ
．Ｈ
カ
ー
著
）
を
輪
読
し
、
歴
史

的
な
見
方
に
つ
い
て
学
び
、
後
期
か
ら
は

『
比
較
都
市
史
の
旅
』（
比
較
都
市
史
研

究
会
編
）
を
教
材
に
し
て
、
西
洋
の
都
市

の
特
徴
に
つ
い
て
の
比
較
・
検
討
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
日
の
発
表
者
は
商
学
部
２
年
の
高

木
辰
弥
さ
ん
。
ゼ
ミ
生
は
『
比
較
都
市
史

の
旅
』
で
扱
わ
れ
て
い
る
パ
リ
、
ヨ
ー
ク
、

杭
州
な
ど
様
々
な
都
市
か
ら
興
味
を
持
っ

た
都
市
を
選
ん
で
発
表
を
行
な
っ
て
お
り
、

高
木
さ
ん
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
「
中
世
の

チ
ュ
ー
リ
ヒ
〜
都
市
の
景
観
と
自
治
の
確

立
〜
」。

　

「
都
市
の
特
徴
を
調
べ
る
た
め
に
、『
比

較
都
市
史
の
旅
』
以
外
に
も
、
膨
大
な
数

の
資
料
を
読
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
発

表
ま
で
の
準
備
が
と
て
も
大
変
で
し
た
」

と
高
木
さ
ん
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
を
選
ん
だ
の

は
、「
も
と
も
と
ス
イ
ス
と
い
う
国
に
興

味
が
あ
り
、
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
自
然
と
都

市
の
関
わ
り
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
」
と

い
う
。

質
疑
応
答
と
先
生
の
解
説

　

レ
ジ
ュ
メ
が
配
布
さ
れ
高
木
さ
ん
の
発

表
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
ス
イ
ス
が
中
世

都
市
の
宝
庫
で
あ
っ
た
と
い
う
説
明
か
ら

始
ま
り
、
13
世
紀
の
都
市
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

は
、
四
大
河
川
が
輸
送
の
主
要
ル
ー
ト
と

な
っ
て
い
た
と
い
う
経
済
的
理
由
と
、
領

域
拡
大
や
支
配
拠
点
の
た
め
の
城
塞
が
必

要
で
あ
っ
た
と
い
う
政
治
的
・
軍
事
的
理

由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
高
木
さ
ん
は
都
市
の
景
観
に
つ

い
て
は
、
当
時
の
絵
な
ど
を
紹
介
。
そ
れ

を
見
な
が
ら
、
中
世
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
情
景

を
説
明
し
た
。

発表する高木辰弥さん

『
比
較
都
市
史
の
旅
』を
教
材
に
研
究
発
表

文
献
購
読
と
プ
レ
ゼ
ン
能
力
向
上
目
指
す
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一
通
り
発
表
が
終
わ
る
と
、
質
疑
応
答

が
行
な
わ
れ
、
発
表
者
以
外
の
５
名
の
ゼ

ミ
生
が
次
々
と
挙
手
。
応
答
は
、
基
本
的

に
発
表
者
が
行
な
う
が
、
専
門
的
な
内
容

に
関
し
て
は
斯
波
先
生
が
丁
寧
に
解
説
。

最
後
に
斯
波
先
生
は
「
発
表
し
た
後
に
、

も
っ
と
知
り
た
い
、
そ
こ
に
行
っ
て
み
た

い
と
、
も
う
一
歩
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考

え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
一
過
性
の
も

の
に
し
な
い
で
、
継
続
し
て
興
味
を
も
っ

て
欲
し
い
」
と
注
文
し
た
。

　

60
分
間
の
発
表
を
終
え
た
高
木
さ
ん
は

「
前
期
の
発
表
で
は
緊
張
し
て
い
た
が
、

今
回
は
、
発
表
を
聞
い
て
い
る
側
が
興
味

を
持
て
る
内
容
を
話
せ
る
よ
う
に
意
識
し

て
、
で
き
ま
し
た
」
と
ほ
っ
と
し
た
表
情
。

来
年
２
月
、
四
日
市
市
を
調
査

　

演
習
Ａ
で
は
、
今
年
９
月
に
「
地
域
・

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
同

の
２
泊
３
日
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
。

訪
れ
た
静
岡
県
掛
川
市
の
「
観
光
戦
略
」

に
つ
い
て
政
策
提

言
を
行
い
、
報
告

書
を
ま
と
め
た
。

　

「
報
告
書
は
６

人
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
集
約
し
、
客

観
的
に
指
摘
し
て

い
っ
た
結
果
、
良

い
共
同
作
品
に

な
っ
た
」
と
ゼ
ミ

長
の
渡
辺
康
彦
さ

ん
。
ま
た
「
掛
川

市
の
調
査
で
は
事

前
に
何
を
す
べ
き

か
わ
か
ら
ず
、
現

地
に
行
っ
て
か
ら
、

や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
気

が
つ
い
た
」
と
い

う
。

　

来
年
２
月
に
は
、
三
重
県
四
日
市
市
の

現
地
調
査
に
行
く
計
画
で
、
そ
の
た
め
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。
渡
辺
さ
ん
は
、「
四

日
市
市
の
調
査
で
は
、
掛
川
市
で
の
反
省

を
踏
ま
え
て
、
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。　

（
学
生
記
者　

藤
森
皓
子
＝
文
学
部
２
年
） 活発に質疑応答するゼミ生

「継続して興味を」と話す斯波教授


